









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































私の詩歌を成立させよう」という考え ら伝統的形式や自由詩の形式に至る一切の 否定することによって自分 詩風を確立させようとす 時期があり、
それは「測砥船」に色濃く現れてい
るが、
しかし例えば、
村
恐怖に澄んだ、
その眼をばっちりと見ひらいたまま、
もう廂
は死んでゐた。燕口な、
理屈ぼい背年のやうな顔をして、
木挽
小昼の軒で、
夕雑の載雨に雹れてゐた
。（その廊を犬が噛み殺
したのだ。）藍を含むだ淡扱いろの毛なみ
の、
大腿骨のあたり
の傷が、
椿の花よりも紅い。
ステッキのやうな脚をのばして、
尻のあたりのぽ
つと白い毛が水を含むで、
はぢらってゐた。
ね＞·
どこからか、
葱の香りがひとすぢ流れてゐた。
んつ
2
た
三栢の花が咲き
小屋の水車が大きく廻つてゐた。
のように、
散文詩でありながら、
写生的であり、
かつ「廊」「葱
の香り
J「三栢の花」など、
読者に想像しやすい形で詩を作り上
げているところはまさに俳句的である
。ま
た、
庭
夕袋とともにどこから来たのか一人の若い男が、
木立に開れ
て池の中
へ空気銃を射つてゐた。
水を切る散弾の音が築山のか
ぁゃ
"
げで本を読んでゐる私に聞えてき
た。
波紋の中に白い花菖蒲が
咲いてゐた。
ついツ
が會一
築地の裾を、
めあてのない退だしさで急いでくる蝦務の群。
'‘ちムし
その腹は山祀の花のやうに白く、
細い疵が斜めに貰いたまま、
- 321 -
なほ水掻で一っがーつの
背なかを捉へてゐる。そのあとに冷た
いものを流して、
たとへばあの遠い足へまでも
と、
悪歩のやう
に重たいも
のを踏んでくる蝦募の群。
説をかへした頁の上に、
私は古い指紋を見た。私は本を閉ぢ
て部屋に帰った。そ 一日が暮れてしまふま
で、
私の額の中に
散弾が水を切り、
白い花苔前が揺れていた。
のようなただ写生しただけの詩も
『測景船
j
にはかなり見られる。
・しかしそこには象徴的な面もあ
り、
四行詩へと移行する三
好の詩
精神の一端が感じられるのである。
三好は「現代俳句の詩的僚値
」
という文章の中で、「水の如く
涼しき琴の木目かな（大谷句佛）／琴といふ楽器を中心にした、ーつの雰囮気を詠じ出してゐると
ころ、
正に象徴的といふぺきだ
らう。象徴的だからいいといふのではない。佳句は自ら象徴的な位相を符てくるのである。
虚子の次の一句の如きも
、
文字通りの
腐生でありながら、
また頗る象徴的な趣致を得てゐる。／人病む
でひたと来てなく堕 郷」と云っているように優れた写生句・写生詩は自然に象徴的な面を持つ いうのであ
る。
これは三好の詩
に於いてもいえることである。『南窮梨
j
に「鹿」「土」という有
名な二つの詩がある。
「俳句の抒惜性」という文章の中
で、
三好は和歌と俳句の性質
ヨットのやうだ
この四行詩は文字通りの写生詩で
ある。
しかしこれらの詩は自ら
象徴的な光を放っている。
それは何故か
。そ
れは三好が見つめ写
生した現実はあくまでも詩的現実であって、
一般的な現実として
の現実ではないからである。現実を現実のまま写生しただけでは抒梢詩とは
いえない。現実から受けた自分の中での詩的現実を写
生するからこそ、
そこには自然に象徴的な意味が含まれるように
なるのである。
これが三好の四行詩が印象的写生詩と云われる理
由であ 。
そして
この
写生法を三好は俳句か
らつかみ採ったので
ある。
ああ蝶の羽をひいて行く
土
紐が
廊が坐つてゐる
鹿
午前の森にその背中に
その角の影
皇
微風を問ぎつて
虻が一匹飛んでくる
遥かな硲河を屁い ゐる
その耳もとに
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．と
抒情性の述いを述ぺ、
抒情詩としての俳句の在り方について説
テーマ
．明しているのだが、
要略すると「和歌の第一の主四は恋愛で、
和
歌がその本領を発抑している世界は恋愛歌の世界であ
る。
それに
対して俳句は季節の詩歌季題の詩歌であっ
て、
恋愛の詩歌ではな
い。
それは詩ー抒情詩でありなが
ら、
抒惜詩の最も抒情詩らしい
第一の主四T↓恕愛をほとんど拒絶しているとさえいえる。また和
・歌
は三十一文字の形式のために人間感情の最も自然な流露（例え
ば恋情）を歌うのに適していたが、
十七文字の俳句はそれに適さ
ず、
内省的な思想的な方而をとると共に、
一種世外の文学解脱の
文学として、
密接に花鳥風月の
自然観賞と結ぴついた。
つまり
「和歌が患情を基岡とした詩歌（最も解り易い
抒情
詩）であるの
に封して、
俳句は、
患惰がさうであるところの人間的執箔、
妄執
の情緒を白脹視して、
人生否定の観念を、
所謂寂ぴ撓りのやや微
温的な程度に於てではあったが、
詩歌の世界に新らしく樹立した
のである。
j
だから
k和歌が解り易い抒情詩であるやうな風には、
解り易い抒情詩でありえな
いのもまたやむを得ない諜合といふべ
きだらう。」」といっている。また
「雑感」と
いう文章の中では
「十七字の短詩形の捻いうる世界に
自ら限度のあるこ
とも自明の
ことと肯定されるけれども、
それにも拘らず、
門外の私のやうな
者にも、
その詩型の妙味に一種、
端的な魅力が合って忘れ去り難
いもののあるのも事実である
」「眼前郎事の句境を生命とする」
俳句が「理外の理と いうぺき不可思議作用があってかくまで人
の心を強くうつのはどういうわけだらう
か、
私のかねがね疑問に
考へるところである
」「私に於て俳句に接する興味は右の
一点を
頂点としている
J
と述ぺている。俳句的抒情についての輿味・共
感は、
三好の中で大きくなり、
三好の詩栢神の核として詩的現実
を詩として完成させ、
伝統の上に立つ三好独自の詩法を作りだし
たのである。
「かの5.7
.
5の十七文字の形式は、
短歌の短歌たる所以の、
最も性格的な復律を、
峻拒し切棄ててしまったところ
の、
その意
味で、
最も非短歌的な、
非執対的な、
非絹総的な、
一詩歌の身構
へと見ることができるのである
。さ
うして事貨、
俳句に於ける古
今の佳作秀作が、
また殆んど例外なく、
解脱迅世的な、
非欲惜的
7マ
な、
非患愛的な、
所開世捨人の、
厭離的意志を表面してゐる砧で、
その形式の性格と、
符節を合してゐると云ふぺきである」と「一
家言
J
という文章の中で述ぺているのだが
この「解脱逍世的な、
非欲情的な、
非想愛的な、
所謂批拾人」という表現が何故か三好
自身を表現しているような気がしてならない。俳句に親しんだために三好という詩人が作られていったのか、
三好という詩人だか
らこそその俳句的抒情に引かれていったの
か、
これは水掛け論に
過ぎないが、
どちらにしてもその詩精神の根本・原点はこの俳句
的抒情にあると云える。
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日本
の
伝統的
詩歌に反逆するこ
と
か
ら
現代詩は始
まっ
たの
であ
るが、
三好はその伝統的抒情を十分に活かした上での新しい詩
を
確立させた
。「何よりも、まづ自分の時風を樹立したい、それ
が
私の念覇だっ 」（「詩
堕十年記」）と自ら振り返るよ
うに、三
好
の時は伝統に基づいているがゆえに永遠喘辺的な命を持
っ
て生
き
つづけるのであ 。
注
（注
1)こ
の
部
分の
俳句史
に
つ
い
て
の
記
述
は
「訪
歌
の
伝
統j
吉田
籾
一若
作
全集
竺＇
四巻（桜楓社・昭和五七）を参名にした。
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）
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